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こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
各
地

域
の
農
業
振
興
施
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
農
振
農
用
地
の
見
直

し
を
行
い
、
本
市
農
業
の
将
来
像

と
農
業
振
興
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。�

（
農
業
振
興
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
財
政
状
況
を
も
っ
と
市
民
に
『
見

え
る
化
』
を
促
進
す
る
カ
ギ
は
何

で
す
か
」�

���

山
　
田
　
忠
　
之
　
議
員�

　
　
　
①
地
域
子
育
て
拠
点
施
設

　
　
　
の
事
業
内
容
、
及
び
今
後

の
計
画
②
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
を
子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
か
③
三
歳
未
満
で
保
育

所
を
利
用
し
て
い
な
い
児
童
数
、

及
び
待
機
児
童
数
④
民
生
・
児
童

委
員
が
実
施
し
て
い
る
子
育
て
サ

ロ
ン
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
こ
の
施
設
は
、
子
育
て

　
　
　
中
の
親
子
の
交
流
の
場
と

し
て
利
用
い
た
だ
く
ほ
か
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
や
情
報
の
提
供
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
等
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
地
域

間
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

民
間
活
力
と
併
せ
て
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
。
②
同
セ
ン
タ
ー
を

子
育
て
支
援
活
動
の
場
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
③
本
年

三
月
現
在
で
約
三
千
六
百
人
を
見

込
ん
で
お
り
、
待
機
児
童
は
二
月

現
在
で
八
人
い
る
。
④
チ
ラ
シ
印

刷
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当
た
り
、

相
談
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。�

（
こ
ど
も
課
）�

���

加
　
藤
　
恒
　
男
　
議
員�

　
　
　
熊
谷
市
休
日
夜
間
急
患
診

　
　
　
療
所
の
①
年
間
利
用
者
数

及
び
市
内
外
別
、
年
齢
構
成
別
の

利
用
状
況
②
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
平
成
十
八
年
度
は
、
休

　
　
　
日
三
千
八
百
九
人
、
夜
間

四
千
二
百
八
十
人
の
受
診
が
あ
り
、

市
内
外
の
別
で
は
、
市
内
六
千
九

百
六
十
八
人
、
市
外
千
百
二
十
一

人
で
市
外
受
診
者
は
全
体
の
約
十

四
％
で
あ
る
。
年
齢
別
で
は
、
小
児
・

内
科
で
は
、
就
学
前
の
乳
幼
児
四

千
五
百
九
十
人
、
小
学
生
千
二
百

三
十
人
、
中
学
生
以
上
二
千
五
人
で
、

内
科
・
小
児
科
受
診
者
の
約
七
十

四
％
を
小
学
生
以
下
が
占
め
て
い
る
。

②
平
成
十
八
年
度
は
、
収
入
約
六

千
九
百
万
円
、
支
出
約
五
千
九
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
併
設
の

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
と
の
共
通
経

費
分
を
考
慮
す
る
と
、
支
出
が
上

回
る
状
況
で
あ
る
。�

（
健
康
づ
く
り
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
ご
み
有
料
化
を
ど
う
考
え
る
か
」

ほ
か�

�������������

���

吉
　
田
　
勝
　
彦
　
議
員�

　
　
　
清
掃
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
ア
活
動
等
の
市
民
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
休
日
等
で
使
用

し
て
い
な
い
公
用
車
を
市
民
に
貸

し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。�

　
　
　
現
在
、
市
の
公
用
車
が
加

　
　
　
入
し
て
い
る
共
済
保
険
は

使
用
目
的
が
公
務
上
の
使
用
に
限

定
さ
れ
、
運
転
者
は
職
員
を
前
提

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
公
用
車

を
貸
し
出
す
場
合
に
は
、
保
険
が

市
民
に
も
適
用
さ
れ
る
民
間
の
損

害
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
し
か
し
、
共
済
保
険
に

比
べ
て
三
、
四
倍
程
度
の
保
険
料

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
費
用

対
効
果
の
面
に
お
い
て
、
ま
た
、

貸
出
中
の
事
故
等
で
返
却
が
遅
れ

た
場
合
、
翌
日
の
公
務
使
用
に
支

障
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
対
応
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。�

（
庶
務
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

松
　
浦
　
紀
　
一
　
議
員�

　
　
　
新
市
と
な
り
一
年
が
経
過

　
　
　
し
た
。
合
併
に
よ
り
①
期

待
さ
れ
た
事
項
②
懸
念
さ
れ
た
事

項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
状
の

評
価
と
今
後
の
課
題
を
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
二
十
万
都
市
の
実
現
に

　
　
　
よ
る
存
在
感
の
高
ま
り
や

特
例
市
へ
の
道
筋
が
示
せ
た
こ
と
、

ま
た
、
地
域
資
源
を
市
民
で
共
有
し
、

将
来
に
向
け
大
き
な
可
能
性
を
持

て
た
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

行
財
政
体
質
の
強
化
が
図
ら
れ
、

十
年
間
で
百
四
十
三
億
円
の
削
減

効
果
や
、
地
方
交
付
税
の
算
定
特

例
等
、
国
か
ら
約
四
十
億
円
の
財

政
支
援
が
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
充
て
て
い
る
。
②
住
民

の
声
が
行
政
に
届
き
に
く
く
な
る

と
の
懸
念
が
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
ト

フ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
、
地

域
審
議
会
の
設
置
等
に
よ
り
、
広

く
市
民
皆
様
の
声
を
聞
く
よ
う
心

が
け
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
維
持
に
関
し
て
は
、

負
担
の
公
平
や
一
体
性
確
保
の
原

則
を
踏
ま
え
て
進
め
て
い
る
。�

（
企
画
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
中
心
市
街
地
活
性
化
及
び
テ
ク

ノ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
予
定
地
用

地
活
用
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

谷
　
　
　
幸
　
代
　
議
員�

　
　
　
日
々
の
生
活
か
ら
排
出
さ

　
　
　
れ
る
二
酸
化
炭
素
量
を
、

森
林
保
全
事
業
等
へ
の
投
資
、
寄

付
に
よ
り
相
殺
す
る
「
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
」
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

国
の
予
算
を
利
用
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
導
入

と
寄
付
受
付
等
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、

さ
ら
に
環
境
基
本
計
画
へ
の
位
置

付
け
が
で
き
な
い
か
。�

　
　
　
国
は
、
平
成
二
十
年
度
に

　
　
　
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

公
募
に
よ
り
モ
デ
ル
事
業
等
を
選

定
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
伴

う
排
出
量
の
算
定
や
オ
フ
セ
ッ
ト

手
法
等
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す

　�

地
域
子
育
て�

　
　
　
支
援
事
業
に
つ
い
て�

答�

答�

答�

答�

答�

問�

問�

問�

公
用
車
等
の�

　
　
　
貸
出
制
度
に
つ
い
て�

合
併
効
果
と�

　
　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て�

環
境
行
政
に
つ
い
て�

（
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
）�

休
日
夜
間
診
療
に
つ
い
て�

問�

問�

交通安全宣言都市・くまがや� 非核平和宣言都市・くまがや�
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